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衆
議
院
議
員
小
野
寺
五
典
君
提
出
三
陸
沿
岸
道
路
整
備
に
つ
い
て
の
安
住
財
務
大
臣
の
発
言
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

三
陸
沿
岸
道
路
の
登
米
東
和
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
岩
手
県
境
間
の
う
ち
、
気
仙
沼
市
唐
桑
町
只
越
か
ら
同
町
舘
ま
で

の
区
間
に
つ
い
て
は
既
に
供
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
区
間
に
つ
い
て
は
既
に
事
業
に
着
手
し
、
そ
の
推

進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
事
業
中
の
区
間
の
う
ち
、
平
成
二
十
三
年
度
第
三
次
補
正
予
算
に
よ
り
新
規
事
業
化
し
た
区
間
に
つ
い
て
は
用
地
調

査
を
、
そ
の
他
の
区
間
に
つ
い
て
は
用
地
買
収
及
び
工
事
等
を
、
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

三
陸
沿
岸
道
路
の
事
業
中
区
間
の
事
業
進
捗
状
況
は
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
で
あ
り
、
今
後
の
用
地
買
収
の
状
況

等
に
左
右
さ
れ
る
面
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
具
体
的
な
供
用
予
定
時
期
は
示
し
て
い
な
い
が
、
お
尋
ね
の
安
住
財
務

大
臣
の
発
言
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
関
係
議
員
と
し
て
、
三
陸
沿
岸
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
復
興
事
業
の
推
進
に
取

り
組
む
積
極
的
な
姿
勢
を
、
個
別
の
事
業
に
即
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
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三
に
つ
い
て

三
陸
沿
岸
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
復
興
事
業
に
係
る
経
費
の
具
体
的
な
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
各
年
度
の
予
算
編
成
過
程

に
お
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
が
、
「
平
成
二
十
五
年
度
予
算
の
概
算
要
求
組
替
え
基
準
に
つ
い
て
」
（
平
成
二
十
四
年

八
月
十
七
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
「
東
日
本
大
震
災
、
原
発
事
故
か
ら
の
復
興
に
全
力
を
挙
げ
る
」
こ
と
と
し
て
お

り
、
各
省
大
臣
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
対
策
に
係
る
経
費
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
会
計
に
お
い

て
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
三
年
七
月

二
十
九
日
東
日
本
大
震
災
復
興
対
策
本
部
決
定
）
に
沿
っ
て
、
所
要
の
額
を
要
求
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

財
政
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
三
十
四
号
）
第
十
二
条
で
は
一
会
計
年
度
の
歳
出
は
そ
の
年
度
の
歳
入
を
も
っ
て
充
て

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
財
政
健
全
性
の
要
請
か
ら
定
め
ら
れ
た
会
計
年
度
独
立
の
原
則
を
規
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
原
則
ど
お
り
に
処
理
す
る
こ
と
が
か
え
っ
て
不
経
済
、
非
効
率
と
な
っ
て
実
情
に
沿
わ
な
い
場
合
も
あ
る

た
め
、
会
計
年
度
独
立
の
原
則
の
例
外
の
一
つ
と
し
て
、
同
法
第
十
四
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
、
歳
出
予
算
の
経
費
の
う
ち
、

そ
の
性
質
上
又
は
予
算
成
立
後
の
事
由
に
基
づ
き
年
度
内
に
そ
の
支
出
を
終
わ
ら
な
い
見
込
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
予
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め
国
会
の
議
決
を
経
て
、
翌
年
度
に
繰
り
越
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
以
下
「
繰
越
明
許
費
」

と
い
う
。
）
。

お
尋
ね
の
件
に
つ
い
て
は
、
繰
越
明
許
費
が
会
計
年
度
独
立
の
原
則
の
例
外
で
あ
り
、
ま
た
、
制
限
的
に
認
め
ら
れ
て
い

る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
繰
越
の
延
長
、
継
続
な
ど
柔
軟
な
運
用
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

三


